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	製品名: LRP1ウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe85180
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	応用
	抗原情報
	背景
	エンドサイトーシスおよびアポトーシス細胞の貪食に関与するエンドサイトーシス受容体。初期胚発生に必須。細胞脂質の恒常性維持に関与。カイロミクロンレムナントおよび活性化LRPAP1（α2-マクログロブリン）の血漿クリアランス、ならびにプラスミノーゲン活性化因子とその内因性阻害因子との複合体の局所代謝に関与。APP代謝、キナーゼ依存性細胞内シグナル伝達、神経カルシウムシグナル伝達、神経伝達といった細胞イベントを調節する可能性がある。緑膿菌外毒素Aの受容体として機能する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	LRP1 抗体を使用したマウス脳溶解物中の LRP1 のウエスタンブロット分析。
	

	LRP1抗体を用いたラット脳C6ライセート中のLRP1のウェスタンブロット分析
	

	LRP1 抗体および DAPI (青) を使用した U87-MG における LRP1 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	LRP1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

